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研究成果の概要（和文）：本研究は、「釈迦の今生の全生涯」を時系列に沿って記述するアシュヴァゴーシャ作『ブッ
ダチャリタ』及び同様の特徴を有する仏伝について検討し、その成立について吟味することにあった。その方法として
、『ブッダチャリタ』の成立地とされる西北インドに位置するガンダーラの仏伝図と、『ブッダチャリタ』等の文献資
料を、その配列状況や構造の点から比較した。結果、両者に構造上の類似点が存在することが確認できた。それゆえ、
このような「釈迦の今生の全生涯」を語る仏伝の発生に、ブッダに対する西北インドという地域特有の見方が関係して
いる可能性を確認できた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine the characteristics and formation of Asvag
hosa's Buddhacarita and other similar texts that temporally describe the life story of the Buddha. To do s
o, we compared the arrangement of these texts as well as sculptures from Northwest India (held to be where
 Buddhacarita was created), and found that they have structural similarities. Therefore, there is the poss
ibility that such biographies of Sakyamuni were influenced by views of him particular to the area. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 仏伝は、仏教の開祖釈迦の生涯に対する仏
教徒の讃歎からまとめられていったとされ、
歴史的事実の陳述よりも、宗教的意味合いが
強い。また、ブッダは入滅したといっても仏
教の核心を占める存在でありつづけた。仏教
が、活動する時代や地域を変える際に、絶え
ず問いなおされてきた対象なのである。 
各時代・各地域の文化的特徴をも取り込み、

当該時代・当該地域におけるブッダ観を反映
して、多種多様な仏伝が編纂されていった。
部派の仏伝と、大乗の仏伝に著しい相違が見
出されるのは、描こうとするブッダ観そのも
のが異なるために他ならない。 
仏伝の内、釈迦の誕生から死までを描く

「一代記」の構造を取るものは少ない。釈尊
の誕生や成道、あるいは初転法輪の前後まで
を中心に描く仏伝が殆どである。 
上記のような「一代記」の構造を有する仏

伝の最初期の事例は、2 世紀頃、西北インド
のクシャーン朝下に活躍した仏教詩人アシ
ュヴァゴーシャの手になる『ブッダチャリ
タ』（Buddhacarita: ブッダの所行）である。
漢訳として『仏所行讃』、『仏本行経』がある。
そして、アシュヴァゴーシャとともにクシャ
ーン朝第 4 代カニシカ王の師とされる僧伽羅
刹撰述『僧伽羅刹所集経』（384 年訳）が挙げ
られる。 
『ブッダチャリタ』については、梵文原本

E.H. ジョンストン（Asvaghosa's Buddhacarita 
or Acts of the Buddha. Lahore）をはじめとして
膨大な文献学的研究の蓄積があるが、これら
の「釈迦の今生の全生涯」を「時系列」に沿
って記す仏伝が成立する背景については、吟
味がなされてこなかった。 
このような研究状況に鑑み、報告者は以前

に『ブッダチャリタ』が「一代記」という構
造を有することに着目し、この構造と、マウ
リヤ朝アショーカ王を主人公とする仏教説
話『アショーカ・アヴァダーナ』（Aśokāvadāna: 
Divyāvadāna 第 26 章～第 29 章部分）に含ま
れる仏跡巡礼譚とを比較し、両資料の構造が
類似し、従来の指摘（A. Gawroński, Studies 
about the Sanskrit Buddhist Literature, Krakowie, 
1919）とは別に、平行詩節も複数存在するこ
とを指摘した。 
両者が有する特徴は当時の仏伝編纂者た

ちにとって一定の流れを形成していたこと
を推定せしめる結果となった。 
そして、このような比較検討を「一代記」

という構造をもつ仏伝文献全てにわたって
行う必要が生じた。 
このような研究背景から、本研究では「釈

迦の今生の全生涯」を意識した仏伝群を検討
し、その成立を明らかにすることを試みた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、「釈迦の今生の全生涯」を扱う

仏伝をすなわち「時系列」を意識した仏伝群
について、それぞれの事績内容を精査し、そ

れと美術考古資料も比較対照して、両者の関
連性を検討することによって、これらの仏伝
表現活動の時代性や地域性を含めた成立背
景を探ることを目的とする。 
『ブッダチャリタ』は、釈迦の「今生の全

生涯」を「時系列」に沿って記述する数少な
い仏伝の一つである。本研究では、成立地域
と年代とが比較的明らかである『ブッダチャ
リタ』を中心にして、先述したようにこれと
同地域、同時代の成立とされ、また構造も類
似した釈迦の一代記を示す仏伝群について、
その構造の共通性という視点から文献学的
検討を行う。さらにこれらが記述する仏伝の
時系列について、仏伝を表現した美術考古資
料と比較し、関連性を探ることでこうした
「一代記」的仏伝表現活動の成立背景を検討
する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、上述した「釈迦の今生の全生涯」

を記す「一代記」という構造を有する仏伝の
成立背景を検討するという研究目的にもと
づき、具体的には次のような方法で段階的に
研究を行った。 
（１）仏伝資料群の内、「釈迦の今生の全

生涯」を記す仏伝『ブッダチャリタ』・『仏所
行讃』・『仏本行経』・『僧伽所集経』を「一代
記グループ」と定義し、さらに、『アショー
カ・アヴァダーナ』のような二次的仏伝資料
の内で釈迦の「一代記」を記述する資料を含
めて、各文献の記述する仏伝の事績について
比較を行いながら精査し、かつ対照テキスト
の作成を行った。 
（２）これと並行して、初年度より、美術

史研究者との情報交換を行いつつ、インドの
仏伝図の作例収集を行った。とりわけ西北イ
ンドの「一代記グループ」の仏伝文献と関わ
りが深いものとして、紀元１～３世紀にかけ
て制作されたガンダーラ地方の仏伝浮彫と
の共通性・関連性を重視した。 
 
４．研究成果 
 本研究は、「釈迦の今生の全生涯」を時系
列に沿って記述するという特徴を有する『ブ
ッダチャリタ』及びこれと同様の構造をもつ
仏伝について検討し、その成立について吟味
することにあった。 
そして本研究では、第一に「一代記グルー

プ」に属する文献を精査するとともに、第二
に文献検討に加えて、文献の構造と美術・考
古資料の示している配列状況との比較を行
う点に特色がある。 
 
具体的には、 

（１）本研究で重視した「一代記グループ」
と、『アショーカ・アヴァダーナ』のような
二次的仏伝資料の内で「一代記」を記述する
資料を含めて、事績の配列を精査しつつ全対
照テキストの作成を行った。全対照テキスト
については研究期間内に作成を終えたが、デ



ータベースとして公開するには様々な制限
があり現在は公開に向けて編集を進めてい
る。この対照作業によって得られた成果をも
とに下記（２）のとおり、美術資料との比較
を行った。 
 
（２）「一代記グループ」に共通する事績の
配列や構造と、ガンダーラの仏伝浮彫から推
測できる配列状況・構造との比較研究を行っ
た。その成果の詳細に関しては、拙稿「仏伝
文献とガンダーラ美術」『龍谷政策学論集』
第 3 巻第 1 号において発表し、Website
（http://repo.lib.ryukoku.ac.jp/jspui/
handle/10519/5295）上で公開済みである。 
 
本研究の研究結果として、「一代記グルー

プ」の仏伝文献と、とりわけガンダーラの仏
伝図の作例に構造上の類似点が存在するこ
とが確認できたことは注目に値する。 
西北インドに関係を持つ文献資料と美術

資料とを比較することで、その一致点を鮮明
にすることができた。それゆえ、このような
「釈迦の今生の全生涯」を語る仏伝の発生に
は、西北インドという地域が深く関わる可能
性を確認できた。 
インドにおける仏伝美術を確認すると、イ

ンド内部では、釈尊の生涯を時系列に沿って
伝記的に表そうとする美術資料は少なく、む
しろ、ガンダーラの仏伝美術資料の内に、釈
尊の生涯を時系列的に、その一代記(誕生か
ら般涅槃まで)を描こうとするものが確認で
きる。 
このような作例として、ガンダーラ出土の

「奉献(小)塔」(votive stupa)と呼ばれる塔
の基壇部に嵌め込まれた仏伝浮彫(例:松岡
美術館所蔵/ペシャーワル古物商旧蔵浮彫な
ど)を挙げることができる。奉献塔の基壇部
浮彫には、時系列に沿って釈尊の誕生から涅
槃に至る今生での全生涯の事績を描こうと
する、すなわち、「一代記的仏伝を描こうと
する志向」を見出すことができる。例えば、
7 石版 20 画面(もとは「誕生」や「成道」な
ど、現在よりも多くの画面があった可能性も
ある)が現存するペシャーワル古物商旧蔵仏
伝浮彫を見ると、次のような筋書に沿った事
績が見出せる。 
 

「燃燈仏授記」→「託胎霊夢」→「占夢」
→「占相」→「バラモンへの布施」→「通
学」→「習学」→「弓術」→「結婚式」
→「納妃」→「納妃の歓迎」→「宮廷生
活」→「出家の決意」→「出城」→「釈
迦説法」→「涅槃」→「茶毘」→「分舎
利」→「舎利の運搬」→「塔建立」 

 
この「ペシャーワル古物商旧蔵仏伝浮彫」

の作例には、釈尊の全生涯を時系列に沿って
描こうとする志向が見出せる。また、この作
例を含む、ガンダーラの奉献塔基壇部におけ
る仏伝浮彫の構造については、「燃燈仏授記」

や「託胎霊夢」から始まって、「初転法輪」
あたりまでの釈迦の前半生にあたる場面の
後、仏説法すなわち教化の場面をー・二挿入
し、すぐに「涅槃」・「茶昆」・「分舎利」・「起
塔」などの涅槃関係の場面に直結することが
指摘されている。 
本研究での比較対照により、ガンダーラ仏

伝美術において特徴的である、このような
「釈尊についての一代記的仏伝を描こうと
する志向」が、『ブッダチャリタ』などの「一
代記グループ」の仏伝群ばかりでなく、『ア
ショーカ・アヴァダーナ』や『根本説一切有
部毘奈耶雑事』といった二次的仏伝資料にも
確認できた。また、それら文献資料相互も構
造的に類似していることが判明した。これら
の文献資料が全て西北インドとの関係を有
することは、「一代記的仏伝」と西北インド
との結びつきを一層強固なものとする証拠
となる。さらに、『僧伽羅刹所集経』の構造
もその他の一代記グループに類するものと
見ることができ、ガンダーラ仏伝浮彫と志向
をーにするものであることが確認できた。 
 
以上の研究成果は仏教学のみならず、美術

史学、仏教史学の分野にも貢献しうるものと
考える。 
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